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舞
鶴
の
「
引

揚
記
念
館
」
へ

は
日
帰
り
で
行

け
る
。
こ
れ
ま

で
３
度
も
訪
館
し
た
の
は
私

自
身
が
引
揚
者
だ
か
ら
か
。

今
回
は
「
海
軍
ゆ
か
り
の
港

め
ぐ
り
遊
覧
船
」
付
き
で
、

海
上
自
衛
隊
基
地
を
見
学
。

昼
食
は
海
軍
カ
レ
ー
の
安
物

ツ
ア
ー
だ
っ
た
。
食
い
意
地

の
は
っ
て
い
る
妻
は
誘
わ
ず

に
参
加
し
た
。

　

昔
の
戦
艦
や
巡
洋
艦
と
は

違
い
、
自
衛
隊
の
艦
船
は
護

衛
艦
な
ど
の
名
称
に
な
っ
て

い
る
。
旧
帝
国
海
軍
に
は
詳

し
い
元
軍
国
少
年
の
私
に

も
、
こ
の
目
で
見
な
い
と
公

開
資
料
か
ら
で
は
艦
種
も
規

模
も
見
当
が
付
か
な
い
。

　

第
二
次
大
戦
の
戦
禍
に
懲

り
た
は
ず
の
人
類
が
ま
た
し

て
も
軍
備
拡
張
の
競
争
を
始

め
つ
つ
あ
る
。
人
種
差
別
意

識
も
消
え
て
穏
や
か
顔
の
外

国
か
ら
の
観
光
客
も
増
え
た

の
に
、
各
国
の
リ
ー
ダ
ー
の

目
付
き
は
鋭
い
。

　

人
類
の
バ
イ
オ
・
ハ
ザ
ー

ド
の
脅
威
の
第
１
位
は
今
な

お
蚊
な
ど
の
昆
虫
が
占
め
て

お
り
、
何
と
か
核
兵
器
を
封

じ
て
い
る
ヒ
ト
は
第
２
位
で

あ
る
。
バ
ス
の
駐
車
場
で
草

む
し
り
を
し
て
い
た
女
性

に
、
私
は
「
ア
リ
に
気
を
つ

け
て
よ
」
と
声
を
か
け
た
。

今日の数字

12万3831人
　2016年末の就業歯科衛生士
数。増加傾向のなか、初めて12
万人を突破。厚労省調査から。

市内４地区

竹山おさみ候補（中）に推薦決定通知書を手渡す堺・高
石・和泉地区の山上紘志責任者（右）と江原豊理事（左）

今号に同封

採
算
割
れ
多
い
現
点
数

竹山おさみ竹山おさみ候候
補補を支持・推薦を支持・推薦

堺・高石・和泉地区　堺・高石・和泉地区　都構想反対・「市民目線」を評価都構想反対・「市民目線」を評価

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
副
会
長
・
田
辺
隆

　

歯
科
に
お
け
る
不
合
理
に

つ
い
て
は
、
様
々
な
視
点
か

ら
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
①
基
本
診
療
料
に
お
け

る
医
科
歯
科
格
差
、
技
術
料

の
多
く
が
依
然
と
し
て
低
い

評
価
で
あ
る
こ
と
②
歯
科
医

学
的
に
確
立
さ
れ
た
技
術

で
、
患
者
に
と
っ
て
も
有
益

な
診
療
項
目
が
包
括
の
名
の

も
と
に
廃
止
さ
れ
た
こ
と
③

麻
酔
に
係
る
回
数
制
限
や
同

一
術
野
・
同
一
病
巣
の
制
限

―
―
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

医
科
・
歯
科
の
基
本
診
療

料
の
格
差
是
正
の
問
題
は
、

過
去
、
抜
本
的
な
解
決
に
つ

な
が
る
よ
う
な
見
直
し
は
一

切
さ
れ
な
か
っ
た
。
良
質
な

歯
科
医
療
を
提
供
す
る
た
め

料
費
分
を
引
い
た
段
階
で
、

す
で
に
マ
イ
ナ
ス
の
項
目
が

数
多
く
あ
る
（
表
）。
特
に
、

抜
髄
や
感
染
根
管
処
置
な
ど

の
歯
内
療
法
、
つ
ま
り
歯
を

残
す
た
め
に
重
要
な
「
処

置
」
や
「
歯
冠
修
復
・
欠
損

補
綴
」
の
項
目
に
低
い
評
価

が
散
見
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な

日
常
診
療
で
行
わ
れ
る
技
術

れ
た
技
術
で
、
患
者
に
と
っ

て
も
有
益
性
の
高
い
も
の

は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
項

目
と
し
再
評
価
（
復
活
）
さ

せ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
麻
酔
の
包
括
に

つ
い
て
は
、
麻
酔
薬
剤
料
の

算
定
に
関
し
て
歯
科
の
み

「
40
円
ル
ー
ル
」（
※
）
と

い
う
仕
組
み
で
あ
る
こ
と

に
制
限
が
あ
る
も
の
は
、
臨

床
の
実
態
に
即
し
て
制
限
を

廃
止
し
、
必
要
に
応
じ
て
行

わ
れ
た
治
療
行
為
は
そ
の
都

度
正
当
に
評
価
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。
特
に
「
一
初
診
中

に
１
回
」
の
取
り
扱
い
は
、

長
期
的
に
継
続
し
て
患
者
を

診
て
い
く
と
い
う
現
在
の
歯

科
医
療
の
考
え
方
、
歯
科
治

ら
れ
た
意
見
を
基
に
４
地
区

合
同
の
役
員
会
で
検
討
し
、

取
り
ま
と
め
た
。
協
議
は
２

０
１
１
年
か
ら
毎
年
実
施
し

て
お
り
、
子
ど
も
医
療
費
助

成
の
対
象
年
齢
の
引
き
上
げ

や
、
市
が
発
行
す
る
ポ
ス
タ

ー
の
全
医
療
機
関
配
布
、
学

校
医
療
券
の
運
用
改
善
な
ど

が
実
現
し
て
い
る
。

　

２
０
１
８
年
３
月
末
で
閉

鎖
さ
れ
る
市
立
住
吉
市
民
病

院
に
つ
い
て
は
、
同
病
院
が

小
児
周
産
期
医
療
の
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
現
地
で
の
建
て
替
え
を
要

望
し
た
。
４
地
区
は
要
望
書

に
対
す
る
回
答
を
踏
ま
え
、

今
後
、
市
と
協
議
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

　

要
望
書
は
会
員
か
ら
寄
せ

　協会・保団連は、『カルテ記載
を中心とした指導対策テキスト～
審査対策を含めた日常の留意点』
を発行した。今号に同封し、会員
に届ける。社保研究部はテキスト
を使った講習会を10月14日に開く
（３面行事案内参照）。

の
制
定
を
検
討
す
る
と
し

た
。
永
藤
候
補
か
ら
は
回
答

が
な
か
っ
た
。

　

同
地
区
で
は
、
市
長
選
挙

を
軸
に
引
き
続
き
、
国
保
問

題
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
の

さ
ら
な
る
拡
充
、
口
腔
保
健

施
策
の
充
実
な
ど
を
求
め
働

き
か
け
を
強
め
て
い
く
。

（
５
面
・
候
補
者
ア
ン
ケ
ー

ト
回
答
、
６
面
・
争
点
解
説
）

念
さ
れ
る
。
百
害
あ
っ
て
一

利
な
し
」
と
反
対
を
表
明
。

ま
た
、
子
ど
も
医
療
費
助
成

に
つ
い
て
は
、
18
歳
以
下

（
高
卒
程
度
）
ま
で
の
助
成

対
象
拡
充
を
検
討
す
る
と
回

答
し
た
。
口
腔
保
健
施
策
に

つ
い
て
は
、
独
自
に
策
定
し

て
い
る
「
堺
市
歯
科
口
腔
保

健
推
進
計
画
」
を
進
め
る
な

か
で
、
協
会
の
求
め
る
条
例

検
査
の
是
正
▽
子
ど
も
医
療

費
助
成
の
無
料
化
と
所
得
制

限
の
撤
廃
―
―
な
ど
。
歯
科

健
診
で
は
、
要
介
護
・
要
支

援
者
へ
の
実
施
や
、
歯
周
疾

患
健
診
の
拡
充
を
求
め
た
。

書
」（
69
項
目
）
を
大
阪
市

へ
提
出
し
た
。

　

要
望
の
柱
は
、
▽
国
民
健

康
保
険
料
の
引
き
下
げ
や
減

免
制
度
の
拡
充
▽
生
活
保
護

指
定
医
療
機
関
へ
の
指
導
・

　

協
会
の
大
阪
市
内
４
地
区

（
北
部
・
東
部
・
西
部
・
南

部
）
は
３
日
、「
市
民
の
願

い
で
あ
る
医
療
・
福
祉
な
ど

生
活
支
援
に
重
点
を
お
い
た

市
政
運
営
を
求
め
る
要
望

　

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
は

２
０
１
７
年
度
地
区
活
動
方

針
に
基
づ
き
、
堺
市
長
選
挙

へ
の
取
り
組
み
を
協
議
。
立

候
補
を
予
定
し
て
い
る
竹
山

お
さ
み
（
無
所
属
）、
永
藤

英
機
（
大
阪
維
新
の
会
）
両

氏
に
対
し
、
政
策
を
問
う
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
竹

山
候
補
は
「
大
阪
都
」
構
想

に
反
対
の
立
場
に
あ
り
、
カ

ジ
ノ
よ
り
も
「
地
域
に
根
差

し
た
住
民
福
祉
の
向
上
に
取

り
組
む
べ
き
」
と
回
答
。
子

ど
も
医
療
費
助
成
拡
充
に
意

欲
を
示
し
た
。

　

ま
た
、
８
年
間
の
市
政
に

お
い
て
、
政
令
指
定
都
市
と

し
て
の
権
限
と
財
源
を
最
大

限
活
か
し
な
が
ら
、
▽
国
保

料
の
８
年
連
続
値
下
げ
▽
38

人
学
級
の
実
現
▽
幼
稚
園
・

保
育
園
・
子
ど
も
園
の
第
３

子
以
降
の
無
償
化
―
―
な
ど

「
市
民
目
線
」
の
改
革
を
進

め
て
き
た
こ
と
を
評
価
。
会

員
の
要
求
実
現
に
最
も
近
い

候
補
者
で
あ
る
と
し
、
支
持

・
推
薦
を
決
め
た
。

　

政
策
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
①

大
阪
都
構
想
②
国
民
健
康
保

険
行
政
③
子
ど
も
医
療
費
助

成
④
口
腔
保
健
施
策
⑤
カ
ジ

ノ
誘
致
―
の
５
項
目
に
つ
い

て
質
問
し
た
。
竹
山
候
補

は
、
都
構
想
に
つ
い
て
「
政

令
市
の
権
限
と
財
源
を
吸
い

上
げ
、
医
療
・
福
祉
な
ど
の

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
懸

に
は
、
改
定
財
源
を
確
保
し

た
上
で
、
初
診
料
、
再
診
料

の
医
科
歯
科
格
差
を
是
正
す

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
歯
保
連
試
案
２

０
１
６
」
を
基
に
歯
科
医
療

技
術
の
評
価
の
現
状
を
ま
と

め
て
み
る
と
、
現
行
の
保
険

点
数
か
ら
換
算
し
た
医
療
材

料
の
抜
本
的
な
引
き
上
げ
が

求
め
ら
れ
る
。

　

過
去
の
改
定
に
お
い
て
、

診
療
報
酬
の
簡
素
化
名
目
と

点
数
の
枠
内
操
作
の
た
め
に

廃
止
さ
れ
た
項
目
（
ラ
バ
ー

ダ
ム
防
湿
歯
肉
息
肉
除
去
手

術
、
補
強
線
等
）
に
つ
い
て

は
、
歯
科
医
学
的
に
確
立
さ

や
、
手
術
や
１
２
０
点
以
上

の
処
置
で
は
使
用
し
た
薬
剤

料
が
算
定
で
き
な
い
こ
と
な

ど
、
医
科
歯
科
格
差
の
抜
本

的
な
解
消
が
求
め
ら
れ
る
。

　

Ｆ
局
や
Ｓ
Ｐ
Ｔ
（
Ⅰ
）
の

よ
う
に
間
隔
に
制
限
が
あ
る

も
の
、
義
歯
管
理
料
、
咬
合

調
整
な
ど
一
初
診
中
の
算
定

療
の
実
態
に
全
く
そ
ぐ
わ
な

い
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
不
合
理
の
早
急

な
是
正
こ
そ
が
、
患
者
に
安

心
、
安
全
か
つ
有
益
な
歯
科

治
療
の
提
供
と
歯
科
医
療
機

関
の
危
機
的
経
営
状
況
の
改

善
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

る
。 

（
つ
づ
く
）

※
麻
酔
の
薬
剤
料
が
算
定
不

可
と
な
る
の
は
、
医
科
は
15

円
以
下
、
歯
科
は
40
円
以
下

と
な
っ
て
い
る

大
阪
市
へ
要
望
書
を
提
出

『
指
導
対
策
テ
キ
ス
ト
』
発
行

子
ど
も
医
療
の
無
料
化
な
ど
求
め
る

堺
市
長
選

　

全
身
の
健
康
の
維
持
・
向
上
へ
歯
科
の
重
要
性
が
高
ま

る
な
か
、
診
療
報
酬
上
の
評
価
は
依
然
と
し
て
低
い
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
。
２
０
１
８
年
度
診
療
報
酬
改
定
の
課
題

や
歯
科
の
評
価
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
全
国
保
険
医

団
体
連
合
会
の
田
辺
隆
副
会
長
に
寄
稿
し
て
も
ら
っ
た
。

　

堺
市
長
選
（
９
月
24
日
投
開
票
）
へ
向
け
、
堺
・
高
石

・
和
泉
地
区
は
現
職
市
長
の
竹
山
お
さ
み
候
補
（
無
所

属
）
の
支
持
・
推
薦
を
決
定
し
、
３
日
に
開
か
れ
た
協
会

の
第
４
回
総
務
会
で
承
認
さ
れ
た
。
同
地
区
は
竹
山
候
補

の
都
構
想
反
対
や
市
民
目
線
の
市
政
を
評
価
し
て
い
る
。

表　歯内療法の保険点数は採算割れ
①

保険点数
②

医療材料
③
試算額 ①－② ①－③

抜髄（単根管） 228 404.7 807.7 ‒176.7 ‒579.7
抜髄（２根管） 418 404.7 999.3 13.3 ‒581.3
抜髄（３根管） 588 404.7 1156.9 183.3 ‒568.9
抜髄（４根管） 588 404.7 1617.7 183.3 ‒1029.7
根管貼薬（単根管） 26 378.4 601.4 ‒352.4 ‒575.4
根管貼薬（２根管） 30 378.4 646.4 ‒348.4 ‒616.4
根管貼薬（３根管） 40 378.4 776.0 ‒338.4 ‒736.0
根管貼薬（４根管） 40 378.4 967.4 ‒338.4 ‒927.4
加圧根充（単根管） 130 254.0 597.0 ‒124.0 ‒467.0
加圧根充（２根管） 156 254.0 750.1 ‒98.0 ‒594.1
加圧根充（３根管） 190 254.0 809.2 ‒64.0 ‒619.2
加圧根充（４根管） 190 254.0 1051.0 ‒64.0 ‒861.0

「歯保連試案2016」から保団連が作成（※②③は点数換算）

①


